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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣  イノシシ、ニホンジカ、ハクビシン、アライグマ、カラ

ス、ニホンザル、ツキノワグマ、カワウ 

 計画期間   令和４年度～令和６年度 

 対象地域  皆野町 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和２年度） 

鳥獣の種類 

 

被害の現状 

 

品 目 

被害数値 

面積 金額 

イノシシ 

 

 

果樹 

野菜 

イモ類 

２５ａ 

１１ａ 

４１ａ 

２１６千円 

１３６千円 

１，５５８千円 

ニホンジカ 

 

 

麦類 

果樹 

野菜 

２５ａ 

７２ａ 

１８ａ 

２２９千円 

１，０３８千円 

５６８千円 

ハクビシン 

 

果樹 

野菜 

６ａ 

２ａ 

１４１千円 

３７千円 

アライグマ 

 

果樹 

野菜 

７ａ 

８ａ 

１３８千円 

１９４千円 

カラス － － － 

ニホンザル 

 

果樹 

野菜 

１ａ 

１ａ 

１千円 

１千円 

ツキノワグマ － － － 

カワウ － － － 

合計 － ２１７ａ ４，２５７千円 

 

（２）被害の傾向 

平成３０年度からの農作物被害状況によると、被害金額及び被害量は年々

減少傾向にあるが、依然イノシシ、ニホンジカ、ハクビシン、アライグマの

目撃情報は多くあげられている。 

また有害鳥獣全般に、行動範囲の拡大があげられており、今後市街地での

農作物被害及び人身被害等が懸念される。 

 

〇イノシシ 

豚熱（ＣＳＦ）の影響から、被害状況及び目撃情報も減少したが、今後個

体数の回復に伴い、被害の増加が懸念される。 

〇ニホンジカ 



 年間を通じて山間部での目撃情報や農作物への被害が多くあげられてい

る。個体数の増加に伴い、市街地への被害の増加が懸念される。 

〇アライグマ、ハクビシン 

農作物被害が発生しており、住宅内への侵入による生活被害が懸念され

る。 

〇カラス 

 現時点で特段の被害は確認されない。 

〇ニホンザル 

 秋の時期に、はぐれザルの目撃情報があげられており、今後サルの行動範

囲拡大が懸念される。 

〇ツキノワグマ 

 出没地域は山間部がほとんどであるが、地域住民や登山客からも目撃情報

があげられており、人身被害が懸念される。 

〇カワウ 

 現時点で特段の被害は確認されない。 

 

（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和２年度） 目標値（令和６年度） 

イノシシ １，９１０千円 １，７１９千円 

ニホンジカ １，８３５千円 １，６５２千円 

ハクビシン １７８千円 １６０千円 

アライグマ ３３２千円 ２９９千円 

カラス － － 

ニホンザル ２千円 １千円 

ツキノワグマ － － 

カワウ － － 

合計 ４，２５７千円 ３，８３１千円 

 

指標 現状値（令和２年度） 目標値（令和６年度） 

イノシシ ７７ａ ６９ａ 

ニホンジカ １１５ａ １０４ａ 

ハクビシン ８ａ ７ａ 

アライグマ １５ａ １４ａ 

カラス － － 

ニホンザル ２ａ １ａ 

ツキノワグマ － － 

カワウ － － 

合計 ２１７ａ １９５ａ 

 



（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対

策 

課題 

捕獲等に関

する取組 

 

 

・皆野町で指定している有

害鳥獣捕獲 

 

 

・アライグマ捕獲従事者養

成研修会を開催しアライグ

マ捕獲従事者を養成 

・地元猟友会へ捕獲を委託してい

るが、会員の高齢化が進んでおり会

員数の減少が懸念されるため、後継

者の育成が必要である。 

・捕獲従事者への継続的な支援等

や新規捕獲 従事者の確保が必要

である。 

防護柵の設

置等に関す

る取組 

・町単による、防護柵及び

電気柵等設置の補助 

・防護柵、電気柵の維持管理が不十

分であるため、指導を徹底してい

く。 

生息環境管

理その他の

取組 

・地域学習会の開催、集落

環境点検の実施、放任果樹

の除去、緩衝帯の設置 

・地域毎に合わせた効率的な対策

を実施していく必要がある。 

 

（５）今後の取組方針 

１.埼玉県アライグマ防除実施計画に基づくアライグマ捕獲従事者養成 

２.被害防止対策の普及啓発 

３.地域に応じた被害対策の実施 

４.後継者育成の検討 

５.適切かつ効果的な捕獲の検討 

６.広域連携による鳥獣被害防止対策の検討 

７.第二種特定鳥獣管理計画に基づく野生鳥獣と自然環境の適切な保護管理 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

 北秩父猟友会皆野支部への委託を基本としている。 

 アライグマ捕獲については、猟友会による捕獲を実施していくと共に、埼

玉県アライグマ防除実施計画に基づくアライグマ捕獲従事者を養成し、捕獲

を実施していく。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

 

令和４年度 

 

イノシシ、ニホンジカ、ハクビシ

ン、アライグマ、カラス、ニホン

ザル、ツキノワグマ、カワウ 

箱わな等の整備、捕獲者の育

成、研修会の開催 

 

 イノシシ、ニホンジカ、ハクビシ 箱わな等の整備、捕獲者の育



令和５年度 

 

ン、アライグマ、カラス、ニホン

ザル、ツキノワグマ、カワウ 

成、研修会の開催 

 

令和６年度 

 

イノシシ、ニホンジカ、ハクビシ

ン、アライグマ、カラス、ニホン

ザル、ツキノワグマ、カワウ 

箱わな等の整備、捕獲者の育

成、研修会の開催 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

 県の鳥獣保護管理事業計画及び第二種特定鳥獣管理計画との整合性を図

りながら、有害鳥獣捕獲を基本として、必要最小限の捕獲を実施する。イノ

シシについては、国が定める豚熱（ＣＳＦ）まん延防止のための捕獲強化の

方針を考慮し、捕獲数の設定を行った。アライグマについては、埼玉県アラ

イグマ防除計画に基づく捕獲計画を踏まえた捕獲を実施する。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

 令和４年度  令和５年度  令和６年度 

イノシシ ８７頭 ８７頭 ８７頭 

ニホンジカ ８０頭 ８０頭 ８０頭 

ハクビシン ２０頭 ２０頭 ２０頭 

アライグマ 全頭 全頭 全頭 

カラス １０羽 １０羽 １０羽 

ニホンザル ５頭 ５頭 ５頭 

ツキノワグマ 必要最小限 必要最小限 必要最小限 

カワウ １０羽 １０羽 １０羽 

 

 捕獲等の取組内容 

捕 獲  手 段：銃器、箱わな、くくりわな 

実施要諦期間：通年 

捕獲予定場所：町内全域 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

 

 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

皆野町 委譲済 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 



（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

  令和４年度   令和５年度   令和６年度 

イノシシ  

防護柵１．５㎞ 

電気柵１．５㎞ 

 

防護柵１．５㎞ 

電気柵１．５㎞ 

 

防護柵１．５㎞ 

電気柵１．５㎞ 

ニホンジカ 

ハクビシン 

アライグマ 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

  令和４年度   令和５年度   令和６年度 

イノシシ、ニホ

ンジカ、ハクビ

シン、アライグ

マ 

問い合わせ状況か

ら、個別に指導等

の対応を行う。 

問い合わせ状況か

ら、個別に指導等

の対応を行う。 

問い合わせ状況か

ら、個別に指導等

の対応を行う。 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

 

令和４年度 

 

イノシシ、ニホンジカ、

ハクビシン、アライグ

マ、カラス、ニホンザル、

ツキノワグマ、カワウ 

地域学習会の開催、集落環境点検の

実施、放任果樹の除去、緩衝帯の設

置 

 

令和５年度 

 

イノシシ、ニホンジカ、

ハクビシン、アライグ

マ、カラス、ニホンザル、

ツキノワグマ、カワウ 

地域学習会の開催、集落環境点検の

実施、放任果樹の除去、緩衝帯の設

置 

 

令和６年度 

 

イノシシ、ニホンジカ、

ハクビシン、アライグ

マ、カラス、ニホンザル、

ツキノワグマ、カワウ 

地域学習会の開催、集落環境点検の

実施、放任果樹の除去、緩衝帯の設

置 

 

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

秩父警察 被害調査・関係機関との連携を図る。 

北秩父猟友会 対象鳥獣の駆除、捕獲・関係機関との連携

を図る。 

皆野町 関係機関との連絡・調整・情報収集・提供 



情報提供 

駆除依頼 

連絡調整 

情報提供 

ＪＡちちぶ農業協同組合 関係機関との連携を図る。 

埼玉県秩父農林振興センター 関係機関との連携を図る。 

埼玉県秩父環境管理事務所 関係機関との連携を図る。 

 

（２）緊急時の連絡体制 

情報受付・調整機関 

 

 

 

 

 連絡調整 

 情報提供 

 

 

 

 

      情報提供 

                         

 

 

 

 

 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

秩父広域市町村圏組合動物用焼却炉へ搬入し焼却処理。 

または埋葬による処理。 

 アライグマについては、二酸化炭素を用いた殺処分を行っている。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 放射性物質調査や豚熱（ＣＳＦ）に留意しつつも、利

活用について研究していきたい。 

ペットフード 利活用について研究していきたい。 

 

皮革 利活用について研究していきたい。 

 

その他 利活用について研究していきたい。 

埼玉県秩父農林

振興センター 

埼玉県秩父環境

管理事務所 

皆野町 

ＪＡちちぶ 

町民 

町民 

秩父警察 

連絡調整 

情報提供 

駆除機関 

北秩父猟友会 



（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

 

 

（２）処理加工施設の取組 

 現在、町として取り組む予定は無いが、今後取り組みを考えている実施主

体があれば、支援等について研究していきたい。 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 秩父地域鳥獣害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

秩父市 

横瀬町 

皆野町 

長瀞町 

小鹿野町 

事業の推進・住民への意識高揚 

秩父市農業委員会 事業の推進 

横瀬町農業委員会 事業の推進 

皆野町農業委員会 事業の推進・農作物の保護 

長瀞町農場委員会 事業の推進 

小鹿野町農業委員会 事業の推進 

ちちぶ農業協同組合 事業の推進・住民への意識高揚 

秩父漁業協同組合 事業の推進 

秩父地区猟政連絡協議会 事業の推進 

埼玉県農業共済組合 事業の推進 

秩父観光農林業組合 事業の推進 

林野庁埼玉森林管理事務局 事業の推進 

埼玉大学秩父演習林 事業の推進 

埼玉県秩父地域振興センター 事業の推進 

埼玉県秩父環境管理事務所 事業の推進、対策の助言・指導 

埼玉県秩父保健所 ジビエの活用に関する助言・指導 

埼玉県農業技術研究センター 事業の推進、対策の助言・指導 

秩父市猟友会 事業の推進 



武甲猟友会 事業の推進 

北秩父猟友会 事業の推進・被害対策への協力 

奥秩父猟友会 事業の推進 

秩父農林振興センター 事務局 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

  

  

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

北秩父猟友会に所属する皆野町有害鳥獣捕獲業務従事者を対象に鳥獣

被害対策実施隊とすることを検討中。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

緩衝帯等の整備、住民の安全対策の推進 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

・野生鳥獣を集落に呼び寄せる原因である餌場を作らないことが重要で

あり、放任果樹の管理、除去を行うとともに、不要農作物を放置しない

等の対策が必要である。 

・鳥獣を集落に入れないため、繰り返し追い払い活動を実施。 

・地域住民に対し、鳥獣害の正しい知識を獲得してもらうため、研修会

等実施する。 

・情報の周知徹底を行い、地域住民及び皆野町、埼玉県と連携し必要に応

じた対策を実施。 

 


